
丸善出版 最新刊 [2023年8月刊行] 書籍のご案内

〔訳者紹介〕

重川 秀実（しげかわ ひでみ）

筑波大学数理物質系・教授
東京大学大学院工学研究科物理工
学専攻博士課程中退
専門：プローブ顕微鏡と量子光学
を用いた極限計測とナノ科学

吉村 雅満（よしむら まさみち）
豊田工業大学・教授
東京大学大学院工学研究科物理工
学専攻博士課程中退
専門：表面科学・ナノ構造材料

重冨 千紘（しげとみ ちひろ）
IT系企業勤務･システムエンジニア
慶應義塾大学理工学部生命情報学
科卒，筑波大学大学院人間総合科
学研究科フロンティア医科学専攻
修了

理工系の学生・院生および技術者・科学者向けの

不確かさ解析の入門書・参考書として適したテキスト
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 誤差の⾒積もりに有⽤な誤差解析のワークシートを提供
 ExcelとMATLABを使⽤した誤差計算⽅法を紹介
 誤差解析のための実践的なExcelとMATLAB関数を紹介
 ｢例題」で使⽤したMATLAB コードを参照できる
 数値の不確かさの下限を推定する有効数字の規則など、誤差解析における
     数学的背景もしっかり解説
 各章末に多数の問題を掲載．内容の理解を深められる
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